
り
ん

は
ん
こ
う 

じ 

林
跡（
飯
高
寺
）」、大
網
白
里
町
の

み
や
ざ
く

ほ
ん
ご
く 

じ 

県
史
跡「
宮
谷
県
庁
跡（
本
国
寺
本

堂
）」の
仕
事
を
し
た
後
に
平
成
15

年
１
月
か
ら
、県
有
形
文
化
財「
那

古
寺
観
音
堂
」平
成
の
大
修
理
の
設

計
管
理
の
責
任
者
と
し
て
館
山
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
先
祖
が
残
し
て
く
れ
た
美
し
い

財
産
を
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

後
世
に
残
し
た
い
。ま
だ
作
業
行
程

の
途
中
で
す
が
、今
回
の
修
理
に
よ

り
那
古
寺
の
歴
史
で
新
た
な
事
実

が
わ
か
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
」修

理
さ
れ
た
那
古
寺
観
音
堂
の
新
し

い
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

平
成
20
年
３
月
の
予
定
で
す
。

観光たてやま魅力再発見！　⑤伊戸からの富士

  

「
私
た
ち
は
文
化
財
の
お
医
者

さ
ん
で
す
。祖
先
が
創
り
出
し
た

古
い
建
物
を
診
断
し
て
、ど
こ
に

ど
う
い
う
治
療
を
行
う
と
守
り
伝

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

そ
の
措
置
を
見
定
め
る
こ
と
が
大

き
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
」

　
台
湾
で
生
ま
れ
高
校
卒
業
後
、

建
設
会
社
の
設
計
部
で
働
い
て
い

さ
か
や
ま

た
榮
山
さ
ん
は
、日
本
の
建
築
を

学
び
た
い
と
い
う
想
い
を
強
く

し
、お
よ
そ
２
年
の
兵
役
の
あ
と
、

昭
和
59
年
に
来
日
し
ま
し
た
。東

京
の
日
本
語
学
校
で
日
本
語
を
、

そ
し
て
大
学
で
一
般
的
な
建
築
技

術
を
学
ん
だ
後
、東
京
芸
術
大
学

大
学
院
で
、文
化
財
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
の
建
築
学
を
専
攻
し
ま

し
た
。平
成
６
年
に
、文
化
財
建
造

物
の
保
存
修
理
の
た
め
に
つ
く
ら

れ
た（
財
）文
化
財
建
造
物
保
存
技

術
協
会
に
就
職
し
、東
京
都
小
金

井
市
の
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
の

建
物
や
、世
界
遺
産
の
広
島
市
原

爆
ド
ー
ム
の
保
存
修
理
の
仕
事
に

携
わ
り
ま
し
た
。

　
平
成
10
年
か
ら
千
葉
県
と
関
わ

り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、八
日
市

い
い
だ
か
だ
ん

場
市
の
国
重
要
文
化
財「
飯
高
壇

「
文
化
財
の
お
医
者
さ
ん
」
と
し
て
、
祖
先
が
残
し
た

貴
重
な
財
産
を
後
世
に
き
ち
ん
と
残
し
た
い
で
す
ね

　

▲修理中の那古寺観音堂屋根

昨年10月国土交通省関東地方整備局による
したしば

『関東の富士見百景』に伊戸下芝が選定されま
した。館山市では、一昨年の10月に北条海岸・
城山公園2ケ所がすでに選定されており、伊戸
下芝は3ケ所目となります。
伊戸は、日本の道100選房総フラワーライ

ンの玄関口に位置します。選定場所となった伊
戸下芝は海の駅「伊戸だいぼ工房」の駐車場か
ら見た景色。北側には花畑が広がり、南は太平
洋に面した磯浜があります。東には伊戸漁港が
あり、西方に富士山が望めます。太平洋側には、
御神火「三原山」を抱く伊豆大島をはじめとす
る伊豆七島の島 （々大島、利島、新島、式根島）が
見え、天候によっては三宅島から噴煙がたなび
く光景も見ることができます。
休日には、すでに太平洋に沈む夕日を楽し

む人たちが肩を寄せ合って自然に魅了されて
いる姿が見られます｡

         今回の伊戸の選定は、『関東の富士見百景』で国土交通
省関東地方整備局が募集した２次選定78景の１つです。

    【HPアドレス】http://www.ktr.mlit.go.jp/kyoku/
     region/fuji100/first.htm

　▲伊戸からの富士

　▲伊豆大島と利島

三宅島

市
民

シリーズ
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館山市長　辻田 実

地
域
再
生
へ
　

　
　
観
光
立
市
の
実
現

国
勢
調
査
の
概
要
ま
と
ま
る

人
口
は
５
万
５
２
７
人

★
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
の
医
療
費
の
助
成

★

児

童

扶

養

手

当
★
特
別
児
童
扶
養
手
当

母
子
・
父
子
福
祉
で
各
種
助
成

助
成
を
受
け
る
に
は
、所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課（
�
22
―
３
４
９
２
）

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
を
制
限

制
度
を
悪
用
し
た
犯
罪
や
事
件･

事
故
を
防
止

入
札
参
加
資
格
申
請
の
追
加
受
付

福祉制度を利用する場合は
　　　　　　　　　問合せを

３ だん暖たてやま ２平成18年１月15日

お 知 ら せ

　
身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、障
害

の
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る

父
も
し
く
は
母
、ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人（
養
育
者
）に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

　
昨
年
10
月
１
日
に
実
施
し
た
国
勢
調
査
の
速

報
値
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。市
の
人
口
は
５
万

527
人
で
、前
回
平
成
12
年
の
調
査
と
比
べ
て
885

人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
男
女
別
で
は
、男
２
万
４
千
158
人
、女
２
万
６

千
369
人
で
、女
性
が
２
千
211
人
男
性
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
地
区
別
で
は
、北
条
と
館
野
を
除
き
、す
べ
て

の
地
区
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
世
帯
数
は
前
回
よ
り
も
653
世
帯
増
加
し
、１

万
９
千
871
世
帯
で
し
た
。

　
今
回
発
表
し
た
速
報
値
は
、10
月
に
総
務
省

統
計
局
が
公
表
す
る
確
定
値
に
よ
り
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
情
報
政
策
課
統
計
係（
�
30
―
９

１
１
３
）

地区名

総数
館山
北条
那古
船形
西岬
神戸
富崎
豊房
館野
九重

12年
19,218
5,135
5,094
1,938
1,486
1,117
1,045
496
896
1,389
622

17年
19,871
5,245
5,310
2,064
1,455
1,122
1,103
458
942
1,541
631

653
110
216
126
△31
5
58

△38
46
152
9

12年
51,412
13,351
12,629
5,318
4,095
3,071
3,305
1,256
2,755
3,725
1,907

17年
50,527
13,073
12,665
5,313
3,823
2,988
3,159
1,056
2,726
3,850
1,874

△885
△278
36
△5

△272
△83
△146
△200
△29
125
△33

12年
24,552
6,639
5,851
2,523
1,936
1,378
1,574
568
1,311
1,865
907

17年
24,158
6,517
5,877
2,518
1,814
1,38
1,524
467
1,280
1,919
904

12年
26,860
6,712
6,778
2,795
2,159
1,693
1,731
688
1,444
1,860
1,000

17年
26,369
6,556
6,788
2,795
2,009
1,650
1,635
589
1,446
1,931
970

世　　帯 人　　　　口
世帯
数

男
増減

女
増減

総　
数

　
市
民
の
個
人
情
報
の
保
護
を

目
的
と
し
た「
館
山
市
住
民
基
本

台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
に

関
す
る
条
例
」を
制
定
し
、１
月

１
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

　
住
所
と
氏
名
を
特
定
で
き
な

い
閲
覧
の
請
求
に
対
し
て
は
、公

益
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

な
ど
を
除
き
、閲
覧
の
請
求
を
拒

否
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、住
民
基
本
台
帳
の
閲

覧
制
度
を
悪
用
し
た
犯
罪
や
、個

人
情
報
の
流
出
に
よ
る
事
件
・
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と

　
母
子
家
庭
の
母
、父
子
家
庭
の

父
と
そ
の
児
童
が
、医
療
機
関
に

か
か
っ
た
と
き
に
医
療
費
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
が
、ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
へ
の
医
療
費
の
助

か
ら
、住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
に

制
限
を
設
け
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、閲
覧
手
数
料
を
１
人
に

つ
き
300
円
に
改
定
し
ま
し
た
。

　
問
合
せ
／
市
民
課
市
民
係

（
�
22
―
３
４
１
４
）

　
平
成
18
年
度
の
入
札
参
加
資

格
申
請
の
追
加
受
付
が
、２
月
１

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
市
が
発
注
す
る
事
務
用
品
や

材
料
な
ど
の
物
品
を
納
入
し
た

り
、建
設
工
事
を
受
注
す
る
に
は
、

入
札
参
加
資
格
の
取
得
が
前
提
で

す
。有
効
期
間
は
、平
成
18
年
度
の

１
年
間
で
す
。

　
申
請
書
の
作
成
要
領
は
、財
政

課
契
約
係
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
受
付
期
間
／
２
月
１
日（
水
）〜

２
月
28
日（
火
）ま
で（
土
・
日
・
祝

祭
日
を
除
く
）

　
受
付
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
、午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　
受
付
業
種
／
①
建
設
工
事
、②

測
量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
、③
物
品
供
給
な
ど

　
問
合
せ
／
財
政
課
契
約
係

（
�
22
―
３
２
９
６
）

成
制
度
で
す
。

　
助
成
を
受
け
る
に
は
、あ
ら
か

じ
め
申
請
書
を
提
出
し
、資
格
認

定
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　身体障害者手帳などを受領する
ときに、制度を説明した『○○のし
おり』などの冊子を配布していま
すが、内容は年々変更されていま
す。市では、最新の情報を掲載した
冊子を作成しています。
　福祉制度を利用する場合は、社

を健やかにお迎えのこととお喜び申し上げます。
　私は、「開かれた市政」を信条に、本年度を最終
年度とする「第一期基本計画」を着実に進めてま
いりました。
　特に、地域再生のための経済活性化施策とし
て、「館山湾の活用と海辺のまちづくり」に取り組
み、多目的観光桟橋の事業促進、「にっぽん丸」な
どの大型客船の寄港、さらに、この３月には超高
速ジェット船による東京～館山～大島～下田間
の臨時運航が予定されるなど、具体的に事業が進
みました。
　また、「観光立市の実現」に向け、海水浴、早春の
花摘みとイチゴ狩り中心の観光に加え、体験型観
光を柱にした通年型の観光も推進し、官民一体と
なった「観光立市たてやま推進協議会」を設立、行
動計画を策定し、全市一丸で取り組んでいます。
　さらに、人口減少社会への対応として、館山の
地域資源を活用しながら、観光・農漁業などの産
業を中心にした都市住民との交流の拡大や、今
後、首都圏で一斉に定年を迎える団塊世代をター
ゲットにした施策への取り組や、高齢者が自立し
安心して暮らせる環境、豊かな経験を生かして、
同じ地域で生活する人々による相互支援ネット
ワークの構築など、地域コミュニティの醸成が必
要と考えています。
　これらの視点に立ち、「国から地方へ」「官から
民へ」の流れの中で、行財政改革を断行し、海辺の
まちづくり、観光立市の確立、市民主体のまちづ
くりを重点施策として、来年度からスタートする
「第二期基本計画」を策定し、基本構想の基本理念
である市民一人ひとりが心の中に思う「ふるさ
と」を大切にする館山市の将来像の実現に、全力
で取り組んでまいります。
　引き続き、皆様のご理解、ご協力をお願い申し
上げ、年頭のご挨拶とします。

　新年明けましておめでとうご
ざいます。市民の皆様には、新年

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
た
だ
し
、障
害
年
金
や
遺
族
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
場

合
は
、該
当
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
離
婚
な
ど
に
よ
り
、父
親
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育

し
て
い
る
母
子
家
庭
な
ど
に
、生
活

の
安
定
と
自
立
を
助
け
る
た
め
に
支

会福祉課へ問
い合わせるよ
う呼びかけて
います。
　問合せ／社
会福祉課（�

22－3492）



　
受
給
者
証
に
示
さ
れ
る
支
給
量

や
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
に
基
づ

き
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
が
は
じ
ま
り
ま
す

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
は
じ
ま
る
の
で
す
か

利
用
の
し
か
た
が
わ
か
り
ま
せ
ん

自
己
負
担
額
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か

医
療
費
は
ど
う
な
り
ま
す
か

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
が
、
平
成
18
年
4
月
か

ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
法
律
で
身
体
障
害
や
知
的
障

害
、
精
神
障
害
と
い
う
障
害
の
種
類

に
か
か
わ
ら
ず
、『
障
害
者
の
自
立

支
援
を
目
的
と
し
た
、
共
通
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
』
支
援
が
一
元
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
民
間
の
障
害
福
祉
関
係
者
で
構
成

さ
れ
る
審
査
会
が
障
害
区
分
の
認
定

を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
を
事

業
者
が
作
成
す
る
な
ど
、「
手
続
き

や
基
準
の
透
明
化
、
明
確
化
」
が
行

わ
れ
、
よ
り
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
利
用

　
Ⅰ
　
介
護
給
付

　
障
害
の
程
度
が
一
定
以
上
の

人
に
生
活
上
ま
た
は
療
養
上
の

必
要
な
介
護
を
お
こ
な
い
ま
す
。

・
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）・

重
度
訪
問
介
護
・
行
動
援
護
・
療

養
介
護
・
生
活
介
護
・
児
童
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）・
重
度
障
害
者
包
括

支
援
・
共
同
生
活
介
護
（
ケ
ア

ホ
ー
ム
）・
施
設
入
所
支
援

　
Ⅱ
訓
練
等
給
付

　
身
体
機
能
や
生
活
能
力
の
向
上

の
た
め
に
必
要
な
訓
練
や
就
労
に

つ
な
が
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
４
月
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
は
原
則
１
割
を
負
担
し
ま
す
。

残
り
の
９
割
は
市
と
県
、
国
が
負
担

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

費
を
み
ん
な
で
支
え
あ
う
仕
組
み
で

す
。

　
た
だ
し
、
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
上
限
額
を
設
定
す
る
と

と
も
に
、
所
得
の
低
い
人
に
は
、
よ

り
低
い
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
更
生
医
療
・
育
成
医
療
・
精
神
通

院
医
療
は
こ
れ
ま
で
、
障
害
の
種

類
に
よ
り
負
担
割
合
が
ち
が
っ
て

い
ま
し
た
。
今
年
４
月
か
ら
、
ど
の

障
害
の
人
も
医
療
費
の
１
割
を
支

払
い
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
に
応
じ

て
上
限
が
決
め
ら
れ
て
負
担
が
重

く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

◎
自
立
支
援
医
療
費
の
支
給
は
、

県
の
指
定
し
た
指
定
自
立
支
援
医

療
機
関
で
の
医
療
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
精
神
通
院
医
療
利
用
者

問合せ
社会福祉課
（�22―３４９２）

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
同
時

に
、
増
大
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

費
用
を
全
体
で
負
担
し
、
支
え
合
う

仕
組
み
と
し
て
、
利
用
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
量
や
所
得
に
応
じ
た
「
公
平
な

負
担
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

た
だ
し
、
所
得
に
応
じ
た
上
限
額
の

設
定
や
免
除
制
度
な
ど
も
定
め
ら

れ
、
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い

　
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
し
く
み
は

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

■
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
　（
平
成
18
年
10
月
か
ら
）

　
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
介
護
給

付
と
訓
練
等
給
付
が
あ
り
ま
す
。

   

こ
の
ほ
か
に
自
立
支
援
医
療
、

補
装
具
費
の
支
給
、
地
域
生
活
支

援
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　
■

自
立
支
援
医
療

　
　（
平
成
18
年
４
月
か
ら
）

　
障
害
の
種
類
に
よ
り
決
め
ら
れ
て

い
た
医
療
費
の
し
く
み
が
一
本
化
さ

れ
ま
す
。
対
象
は
精
神
障
害
者
通
院

医
療
費
公
費
負
担
・
更
生
医
療
・
育

成
医
療
で
す
。

　
補
装
具
の
購
入
や
修
理
に
か
か
る

費
用
の
給
付
で
す
。

　
■
　
補
装
具
費
の
支
給

　
　（
平
成
18
年
10
月
か
ら
）

　
■
地
域
生
活
支
援
事
業

　
　（
平
成
18
年
10
月
か
ら
）

　
市
が
障
害
者
を
総
合
的
に
支
援

す
る
体
制
を
つ
く
り
、
相
談
支
援

事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
、
移

動
支
援
等
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
費
用

　
ま
ず
、
市
か
相
談
支
援
事
業
者

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
支
援
事
業
者
は
、
障
害
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
前
の
相
談

の
ほ
か
に
も
、
申
請
す
る
時
の
支

援
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
書
の
作

成
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連
絡

調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

１

相
談

　
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
人
は
支
援

給
付
の
申
請
を
行
い
ま
す
。
申
請

に
基
づ
き
現
在
の
生
活
や
障
害
の

状
況
に
つ
い
て
調
査
員
が
調
査
に

伺
い
ま
す
。
４
月
以
降
に
認
定
調

査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
を
も
と
に
審
査
会
を

開
き
、
審
査
・
判
定
を
行
い
、
ど
の

位
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
状
態
か（
障

害
程
度
区
分
）
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

　
障
害
程
度
区
分
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス

の
支
給
量
な
ど
が
決
ま
り
、
通
知
さ

れ
、
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
受
給
者
証
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
支
給

が
決
ま
る
と
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
必
要
に
応
じ
て
相
談
支
援
事
業

者
と
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
を
立
て

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
な
の
か
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
何

回
必
要
か
な
ど
を
決
め
ま
す
。

　
利
用
者
負
担
の
軽
減

■
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
自
己
負
担
は
、

１
ケ
月
に
い
く
ら
ま
で
と
所
得
に
よ

る
上
限
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

■
同
じ
世
帯
で
他
に
も
障
害
福
祉

身
体
障
害
者

知
的
障
害
者

障
害
児

精
神
障
害
者

給付の対象者

・
自
立
訓
練
・
就
労
移
行
支
援
・
就

労
継
続
支
援
・
共
同
生
活
援
助

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　
所
得
に
応
じ
た
自
己
負
担
の
上

限
額
を
設
定
し
ま
す
。

　
市
は
障
害
者
の
自
立
や
社
会
参

加
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域
生
活

支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

相
談
支
援
事
業

　
障
害
者
一
人
一
人
が
必
要
に
応

じ
て
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

  

手
話
通
訳
の
派
遣
等
に
よ
り
障

害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

支
援
し
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業

　
ベ
ッ
ド
、
便
器
、
浴
槽
等
の
日

常
生
活
用
具
の
給
付
を
行
い
ま
す

移
動
支
援
事
業

　
社
会
参
加
の
た
め
の
外
出
の
際

な
ど
に
、
障
害
者
の
移
動
の
介
護

を
行
い
ま
す
。

※
支
援
の
内
容
は
17
年
12
月
末
現

在
の
も
の
で
す
。

　
地
域
生
活
支
援
事
業

市
が
実
施

地
域
で
の
暮
ら
し
を

支
援
し
ま
す

に
は
１
月
中
に
、
千
葉
県
か
ら
「
お

知
ら
せ
の
通
知
」
が
届
き
ま
す
。
市

か
ら
も
、
該
当
す
る
人
に
通
知
し

ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
市
社
会
福

祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
立
支
援
医
療

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
人
が
い
る
場
合
、

合
算
し
た
額
が
上
限
額
を
超
え
た
分

は
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
、
施
設

入
所
者
に
は
障
害
者
の
収
入
、
資
産

の
状
況
に
応
じ
て
個
別
に
減
免
を
う

け
ら
れ
ま
す
。

◎
４
月
ま
で
に
自
己
負
担
の
申
請
に

必
要
な
書
類
は
、
該
当
す
る
人
に
送

付
し
ま
す
。

３

審
査
・
判
定

２

申
請
・
調
査

４

認
定
・
通
知

６
サ
ー
ビ
ス
利
用

５
サ
ー
ビ
ス
利
用

計
画
書
の
作
成

▲木工加工作業(中里ワークホーム)

自
己
負
担
額
は

ど
の
く
ら
い
で
す
か

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

５ だん暖たてやま ４平成18年１月15日

特 集
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成 
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年 
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月 
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ら
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財 政 状 況

　
市
の
「
財
政
」
は
、
家
庭
で
い

う
「
家
計
」
の
こ
と
。
ど
の
よ
う

に
運
営
さ
れ
、
ど
ん
な
状
況
に
あ

る
の
か
、
４
月
か
ら
11
月
末
ま
で

の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
市

民
生
活
に
直
接
関
係
が
深
い
、
道

路
の
補
修
や
福
祉
に
必
要
な
予
算

を
「
一
般
会
計
予
算
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。 

　
前
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
費
と

補
正
予
算
を
あ
わ
せ
て
157
億
９
千 

718
万
円
の
一
般
会
計
で
ど
れ
だ
け

支
払
っ
た
か
、
収
入
し
た
か
を
下

の
グ
ラ
フ
で
表
し
ま
し
た
。 

　
土
木
費
、
農
林
水
産
業
費
の
支

出
割
合
が
低
い
の
は
、
ま
だ
完
了

し
て
い
な
い
事
業
な
ど
が
多
い
た

め
で
す
。 

 

「公債費」は、地方公共団体が、事業
を行うために借り入れた金額の元利償
還金のことです。 
「地方譲与税」は、国が国税として徴
収し、地方公共団体へ譲り与える税の
ことです。市の「地方譲与税」には現
在、所得譲与税、自動車重量譲与税、
地方道路譲与税の３つがあります。 

市の『家計』は 

どんな状態？ 

歳入 歳出 予算現額　157億9,718万円 
収入済額　103億　361万円 
収入割合　65.2％ 

項目・収入割合（％） 支出割合（％）・項目 

市　税 67

地　方 　　　 93 交付税 

地　方 　　　 93 交付税 

繰越金 85

市　債　4

　県 　　　 13 支出金 

使用料 
及　び 64 
手数料 

地　方 　　　 40 譲与税 

繰越金156

その他 53

予算現額　157億9,718万円 
支出済額　  90億1,407万円 
支出割合　57.1％ 

一
般
会
計
の
収
支 

55億9,228万円 

37億5,077万円 

34億8,808万円 

予算現額 

収入・支出済額 

注釈：千円以下四捨五入 

45億720万円 
55 民生費 

52 公債費 

54 衛生費 

67 総務費 

59 教育費 

48 土木費 

79 消防費 

　 農林水 45 　 産業費 

69 商工費 

57 その他 

24億8,878万円 

20億4,281万円 

10億6,608万円 

19億744万円 

10億2,990万円 

18億8,747万円 
12億6,457万円 

17億3,332万円 

10億1,491万円 

16億8,241万円 

8億581万円 

8億8,436万円 
6億9,912万円 

4億8,697万円 

2億1,751万円 

3億8,519万円 
2億6,742万円 

2億8,001万円 
1億6,092万円 

32億5,808万円 

16億3,568万円 
6億5,866万円 

11億1,557万円 

9億5,238万円 

8億8,550万円 

3,370万円 

5億5,745万円 

8,491万円 

3億5,734万円 

2億2,960万円 

3億4,680万円 

1億4,007万円 

2億7,188万円 

4億2,440万円 

14億4,665万円 

7億7,109万円 

今年度予算は158億円規模！ 
　  11月末で57.1％を支出 

　
歳
入
で
最
も
多
い
市
税
の
内
訳

は
次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。 

　
固
定
資
産
税
と
市
民
税
が
市
税

の
中
心
で
、
こ
の
２
つ
で
市
税
の

81
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
市
民
１
人
あ
た
り
が
負
担
す
る

市
税
は
、
約
10
万
９
千
円
。
一
世

帯
あ
た
り
で
は
、
約
25
万
８
千
円

に
な
り
ま
す
。 

　
市
民
１
人
あ
た
り
に
使
わ
れ
る

予
算
は
約
30
万
９
千
円
。
一
世
帯

あ
た
り
で
は
約
72
万
９
千
円
で 

す
。 

　
市
有
財
産
の
主
な
も
の
は
次
の 

   

　
特
別
の
目
的
を
も
っ
て
、
独
立

採
算
で
運
営
さ
れ
る
も
の
を
「
特

別
会
計
」
と
い
っ
て
、
「
一
般
会

計
」
と
区
分
し
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
「
国
民
健
康
保
険
」 

「
老
人
保
健
」
「
介
護
保
険
」 

「
学
童
災
害
共
済
事
業
」
「
下
水

道
事
業
」
の
５
つ
の
特
別
会
計
が

あ
り
ま
す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
に
対
し
て
、

ど
れ
だ
け
の
収
入
と
支
出
が
あ
っ

た
か
を
下
の
表
で
示
し
ま
し
た
。 

　
学
童
災
害
共
済
事
業
は
、
交
通

事
故
以
外
の
災
害
を
受
け
た
学
童

を
救
済
す
る
た
め
に
災
害
共
済
制

を
設
け
て
い
る
も
の
で
、
同
制
度

が
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
基

金
と
し
て
共
済
見
舞
金
の
財
源
を

積
み
立
て
て
い
ま
す
。 

と
お
り
で
す
。
土 

地
の
主
な
も
の 

は
、
学
校
の
敷 

地
、
公
園
な
ど
で 

す
。
基
金
に
は
、 

財
政
調
整
基
金
、 

庁
舎
建
設
基
金
、 

文
化
振
興
基
金
、 

地
域
福
祉
基
金
、 

観
光
振
興
基
金
な 

ど
が
あ
り
、
特
定
の
目
的
の
た
め

に
財
産
を
維
持
し
、
資
金
の
積
み

立
て
や
運
用
を
す
る
た
め
に
設
け

ま
す
。 

　
長
年
使
う
公
共
施
設
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
る
た
め
、

税
金
で
長
期
的
に
返
済
す
る
こ
と

に
よ
り
、
世
代
間
の
公
平
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
市
債
は
道
路
、
河
川
、
教
育
、

生
活
環
境
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。 

事　業　名 予算現額 収入済額 支出済額 

54億4,068 

57億9,266 

37億9,897 

165 

8億9,310

28億9,265 

32億9,280 

23億6,147 

65 

4億8,253

30億9,082 

32億8,252 

20億8,712 

46 

4億3,040

市
税
の
内
訳 

１
人
あ
た
り
の
税
と
予
算 

市
有
財
産 

特
別
会
計
の
収
支 

市
債
の
現
在
高 

　
市
が
大
規
模
な
仕
事
を
す
る
時

に
、
多
額
の
資
金
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
国
や
金
融
機
関
か
ら
お

金
を
借
り
る
の
が
市
債
で
す
。 

▼特別会計の収支　　　　　　　　  （単位：万円） 

▼市債の現在高　  （単位：万円） 

▼市有財産 

国民健康保険  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

学童災害共済事業 

下 水 道 事 業  

市税の内訳 
固　定 
資産税 

26億1,581万円 
17億7,039万円 

19億4,479万円 
12億5,878万円 

5億2,692万円 

3億5,080万円 

4億1,512万円 
2億7,626万円 

8,931万円 
8,604万円 

1,413万円 
1,865万円 

1,120万円 
1,035万円 

予算現額 
55億9,228万円 

収入現額 
37億5,077万円 

注釈：千円以下四捨五入 

注釈：千円以下四捨五入 

市民税 

都　市 
計画税 

市 
たばこ税 

軽 
自動車税 

入湯税 

特別土地 
保有税 

土 地  

建 物  

基 金  

出資金 

自動車 

債 権  

152万4,646㎡ 

14万4,025㎡ 

30億4,290万円 

91億3,833万円 

115台 

2億7,949万円 

衛 生 債  
土 木 債  
臨時財政対策債 
減税補てん債 
教 育 債  
臨時税収補てん債 
農林水産業債 
災 害 復 旧 債  
民 生 債  
消 防 債  
公 営 住 宅 債  
総 務 債  
商 工 債  
合　　計 

68億3,099 
61億8,597 
24億6,405 
15億3,023 
10億6,737 
2億9,915 
 2億4,670 
9,633 
9,082 
6,725 
6,493 
5,828 
2,679 

190億2,886



那
古
船
形
地
区
学
習
等
供
用
施
設

    
「
若
潮
ホ
ー
ル
」が
開
館

　
市
が
千
葉
県
よ
り
借
り
受
け
、市
民
に
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て

開
放
す
る
、那
古
船
形
地
区
学
習
等
供
用
施
設（
旧
県
立
館
山
高
等

技
術
専
門
校
）が
今
月
11
日
、開
館
し
ま
し
た
。

　
愛
称
は
選
考
の
結
果「
若
潮
ホ
ー
ル
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
問
合
せ
／
中
央
公
民
館（
�
23
―
３
１
１
１
）

　若潮ホールの使用について
　
　若潮ホールは毎月第3日曜日、国民の祝日
および年末年始（12月29日～1月3日）を除
き、毎日午前9時から午後9時まで開館しま
す。
　使用時間の区分は午前（午前9時～正午）、
午後（午後1時～5時）、夜間（午後5時～9時）
の3つに分かれており、市民が社会教育活動
のため使用する場合、無料で使用できます。
　若潮ホールの貸出しする学習室は、会議室
が7室と多目的ホールと展示室で、申し込み
開始は使用する月の2ヶ月前の初日からと
なります。（例：平成18年4月中に使用する場
合、2月1日から受付開始となります。）
　なお、使用申込みは午前中に若潮ホール
�27-5504）へ直接申し込んでください。

 

　
市
で
は
平
成
16
年
度
末
で
廃

校
し
た
校
舎
を
改
修
し
、集
会
施

設
と
し
て
利
用
で
き
る
基
準
を

満
た
す
た
め
、改
修
工
事
を
行
い

ま
し
た
。ま
た
、地
域
に
親
し
み

や
す
い
施
設
と
し
て
運
営
し
て

い
く
た
め
、す
で
に
学
習
等
供
用

施
設
と
し
て
開
館
し
て
い
る
、豊

津
ホ
ー
ル
や
菜
の
花
ホ
ー
ル
と

同
様
に
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ

150
通
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　
選
考
会
で
の
審
議
で
は
、海
に

近
い
こ
と
や
若
潮
マ
ラ
ソ
ン
、若

潮
国
体
な
ど
な
じ
み
深
く
親
し
み

や
す
い
と
し
て
、下
真
倉
の
満
井

美
喜
男
さ
ん
ほ
か
３
人
か
ら
応
募

の
あ
っ
た「
若
潮
ホ
ー
ル
」に
決
定

し
ま
し
た
。

　
若
潮
ホ
ー
ル
の
管
理
運
営
に
あ

た
る
中
央
公
民
館
で
は「
那
古
船

形
地
区
の
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点

と
し
て
こ
の
施
設
が
活
用
さ
れ
る

よ
う
、多
く
の
人
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。」と
利
用
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

通
学
路
の
再
点
検
、防
災
行
政
無
線
で
の
注
意
喚
起
放
送
、

公
用
車
で
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
全
国
で
発
生
し
て
い
る
下
校
時
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
犯
罪
が
多
発

す
る
な
か
で
、市
、市
教
育
委
員
会
で
は
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
向
け
、

地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
先
月
12
日
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
下
校
時
間
に
あ
わ
せ
、防
災
行
政
無
線

を
使
い
地
域
の
人
た
ち
に「
子
ど
も
が
犯
罪
の
被
害
に
遭
う
こ
と
が
増
え

て
い
ま
す
。ま
も
な
く
、小
学
生
の
下
校
時
間
で
す
。地
域
で
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。」の
内
容
で
子
ど
も
に
対
す
る
注
意
を
喚
起

す
る
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。３
学
期
当
初
ま
で
毎
日
実
施
し
、状
況
に

応
じ
回
数
を
見
直
す
予
定
で
す
。

　
ま
た
、通
学
路
の
安
全
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、児
童
の
下
校
時
間

帯
に
市
内
を
走
る
公
用
車
の
ガ
ラ
ス
越
し
に「
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」を
表
示

し
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
を
掲
示
し
走
行
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り

監
視
の
目
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、犯
罪
の
抑
止
効
果
を
図
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
市
、市
教
育
委
員
会
で
は「
こ
ど
も
110
番
ス
テ
ッ
カ
ー
」を

　 

問
合
せ
／
学
校
教
育
課

　
　
　（
�
22
―
３
６
９
４)

配
布
し
、子
ど
も
た
ち
が
危

険
を
感
じ
た
と
き
に
い
つ
で

も
逃
げ
込
め
る
家
と
し
て
表

示
し
た
り
、校
内
で
は
防
犯

用
催
涙
ス
プ
レ
ー
や
さ
す
ま

た
な
ど
を
配
備
。

　
学
校
職
員
や
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
パ
ト
ロ
ー

ル
を
す
る
際
に
装
着
し
て
も

ら
う
た
め
、防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
用
の
腕
章
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
を
守
ろ
う

公用車でパトロール中公用車でパトロール中公用車でパトロール中公用車でパトロール中公用車でパトロール中

生計が同一の妻への
　　　　均等割の課税

適　　　用　　　年　　　度
平成17年度

２分の１を課税 全額を課税

平成18年度

老年者控除の廃止

改　正　内　容

48万円を控除
合計所得125万円以
下非課税

表２の通り変更

３分の１を課税

平成19年度　平成20年度以降
（改正される場合があります）定率減税の縮減

老年者の非課税措置
の廃止

公的年金等控除の
見直し

65

歳
以
上

３分の2を課税 全額を課税

▼表1　地方税法改正による市･県民税の課税適用年度

所得割額の7.5％を減額所得割額の15％を減額

９ だん暖たてやま ８平成18年１月15日

お 知 ら せ

　
平
成
17
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
は
、２
月
16
日（
木
）か
ら
３
月
15
日

（
水
）ま
で
で
す
。

　
館
山
税
務
署
で
は
、期
間
中
、確
定
申
告

書
の
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
申
告
書
の
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、休
日（
土

日
、祝
日
）執
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
毎
年
３
月
10
日
以
降
は
、税
務
署
、市
役
所

と
も
に
混
み
合
い
ま
す
。自
分
で
申
告
書
を
記

入
で
き
る
人
は
、郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

　
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は
、１
月
か
ら

提
出
で
き
ま
す
。

　
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

w
w
w
.n
ta.g
o
.jp

）で
、所
得
税
の
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
作
成
し
た
申
告
書
は
、税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
時
／【
年
金
受
給
者
・
給
与
所
得
者
対

象
】２
月
６
日（
月
）【
小
規
模
納
税
者
対
象
】

２
月
９
日（
木
）時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
30
分
か
ら
正
午
、午
後
１
時
か
ら
午
後

３
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
平
成
16
・
17
年
に
行
わ
れ
た
税
制
改
正
の
た
め
、

平
成
18
年
度
分
か
ら
、市
・
県
民
税
の
内
容
が
変
わ

り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
税
務
課（
�
22
―
３
２
６
２
）

○
定
率
減
税
が
２
分
の
１
に

　
市
・
県
民
税
は
、所
得
割
額
の
15
％（
最
高
４
万

円
）が
減
額
さ
れ
て
い
ま
し
た
。平
成
18
年
度
か
ら

は
、所
得
割
額
の
7.5
％（
最
高
２
万
円
）に
な
り
ま

す
。

○
妻
に
対
す
る
均
等
割
が
全
額
課
税
に

　
一
定
の
所
得
を
超
え
た
場
合
の
妻
へ
の
均
等
割

が
平
成
17
年
度
は
２
分
の
１（
２
千
円
）、18
年
度

か
ら
は
全
額（
４
千
円
）が
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
老
年
者
控
除
の
廃
止

　
前
年
の
合
計
所
得
が
１
千
万
円
以
下
の
人
に
適

用
さ
れ
て
い
た
48
万
円
の
老
年
者
控
除
が
、18
年

度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

○
老
年
者
の
非
課
税
措
置
を
段
階
的
に
廃
止

　
前
年
の
合
計
所
得
が
125
万
円
以
下
の
人
に
適
用

さ
れ
て
い
た
、非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

○
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し

　
公
的
年
金
等
の
控
除
額
が
、表
２
の
と
お
り
見

直
さ
れ
ま
す
。

※
申
告
の
際
に
、国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
納
付

証
明
書
の
添
付（
提
示
）が
必
要
で
す
。

所
得
税
の
申
告

館
山
税
務
署（
�
22
―
０
１
０
４
）

提
出
は
お
早
め
に

税
理
士
会
が
行
う
無
料
申
告
相
談

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
簡
単
に
作
成

平
成
18
年
度
か
ら

個
人
市
・
県
民
税
の
計
算
方
法
を
変
更

税制
改正

★
65
歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る
改
正

【
主
な
変
更
点
】

▼表2　65歳以上の公的年金等控除額（65歳未満の場合は従前の通り）

公的年金等の
総収入金額

260万円未満

260万円以上
460万円未満

460万円以上
820万円未満

820万円以上

公的年金等控除額

140万円

収入金額×25%
　　　　　　+75万円

収入金額×15%
　　　　　　+125万円

収入金額×5%
　　　　　　+203万円

公的年金等控除額
公的年金等の
総収入金額

330万円未満

330万円以上
410万円未満

410万円以上
770万円未満

770万円以上

120万円

収入金額×25%
　　　　　+37万5千円

収入金額×15%
　　　　　+78万5千円

収入金額×5%
　　　　　+155万5千円

平成17年度 平成18年度



純真保育園前

温水プール前

稲原集会所前

崖観音下

船形小学校

船形地区公民館

那古小学校

光風苑前

大賀自衛隊官舎

香浅間神社

西岬東地区公民館

館山小学校

西岬小学校

房南保育園

大田区立養護学校

安房神社鳥居前

相浜漁協前

中里ワークホーム

神戸小学校

富崎小学校

館野保育園

腰越延命院前

九重駅前

安房医師会病院保育所

館野小学校

九重小学校

（九重保育園）

神余小学校

豊房小学校

豊房幼稚園

豊房小学校

豊房幼稚園

駐　車　場

10:20～11:00

11:10～11:30

13:45～14:00

14:10～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

10:10～10:25

10:35～11:05

11:15～11:30

13:40～14:00

14:20～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:10～15:30

 9:50～10:20

10:35～11:05

11:15～11:35

13:25～13:45

14:00～14:30

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

10:20～11:00

13:20～13:35

13:45～14:00

14:10～14:20

12:40～13:10

14:40～15:40

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

14:40～15:40

13:30～14:00

12:40～13:10

13:10～13:30

時　間　２月

 1
14

 1
14
 1
14

 2
15

 7
21

 7
21
 7
21

 8
22

 8
22
 8
22
 9
23

 2
15
 2
15

9

23

問合せ／館山市図書館
　　　　（�22－0701）

いい本あるある!
移動図書館「わかしお号」
        　 ２月の巡回場所

 ※雨や風の強い日は、巡回を中止する
ことがあります。
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お 知 ら せ
　
大
気
汚
染
防
止
法
が
一
部
改

正
さ
れ
、大
気
中
に
排
出
ま
た
は

飛
散
し
た
時
に
気
体
で
あ
る
有

機
化
合
物（
揮
発
性
有
機
化
合
物

　
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）の
排
出
規
制
が
、４

　　
設
備
貸
与
制
度
は
、中
小
企
業

の
経
営
者
が
、新
規
の
機
械
や
車

両
な
ど
を
導
入
す
る
際
に
、産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
が
代
わ
っ
て
購
入

し
、そ
の
設
備
を
貸
与
す
る
制
度

で
す
。

　
貸
与
の
方
法
に
は
、割
賦
販
売

（
利
率
　
年
１
・
９
％
）と
リ
ー
ス

　　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
山
で
は
、Ｕ

タ
ー
ン
者
の
就
職
促
進
を
目
的

に
、Ｕ
タ
ー
ン
雇
用
促
進
合
同
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は
、履
歴
書
を
複

数
持
参
し
、当
日
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
日
時
／
２
月
10
日（
金
）午
後
１

客
船『
に
っ
ぽ
ん
丸
』４
回
目
の
寄
港

　
　
　
　
館
山
市
民
ク
ル
ー
ズ
を
実
施

※今月から新種目でソシアルダンスが始まりました。
※このスポーツ教室は、会員になれば誰でも気軽に参加できます。参加費は１回100円です。
　また、主催者の都合や天候により、内容など変更になる場合があります。

若潮ファミリースポーツ教室 18年2月の活動予定　問合せ／スポーツ課(�22－3696)

               館山港に停泊中のにっぽん丸

花の南房総と伊豆諸島
クルーズ

　
商
船
三
井
客
船
㈱
の
客
船

「
に
っ
ぽ
ん
丸
」（
総
ト
ン
数
２
万

１
千
903
ｔ
、船
客
定
員
532
名
）が
、

今
年
３
月
７
日（
火
）館
山
に

や
っ
て
き
ま
す
。

『
に
っ
ぽ
ん
丸
』は
、夏
の
風

物
詩「
館
山
湾
花
火
大
会
」の
８

月
８
日
に
合
わ
せ
、す
で
に
３

度
の
館
山
寄
港
を
し
て
い
ま

す
。４
回
目
の
寄
港
と
な
る
今

回
は
、こ
れ
ま
で
と
一
味
違
っ

た
名
古
屋
〜
館
山
〜
神
津
島

（
伊
豆
七
島
）〜
名
古
屋
の「
花

の
南
房
総
と
伊
豆
諸
島
ク
ル
ー

ズ
」。里
見
八
犬
伝
の
ふ
る
さ
と

館
山
と
黒
曜
石
の
産
地
と
し
て

い
に
し
え

古
の
昔
か
ら
重
要
な
神
津
島
を

館山市民クルーズは館山～神津島～名古屋

申込み・問合せ／
鏡浦観光（株）
鏡浦自動車（株）
コスモ観光（株）
（株）ジェットストリームトラベル
ナギレン観光
日東観光
房日観光
東京湾観光開発(株)

トラベルサポートちば

�23－3131
�27－5311
�23－7353
�22－5930
�22－5796
�22－0113
�25－5552
�0439－
   65－1459
�23－6786

名古屋出港
館山  入港
        出港
神津島入港
         出港
名古屋入港

3月6日（月）
　  7日（火）
　
　  8日（水）
　
     9日（木）

15:00
  8:00
18:00
  8:00
18:00
10:00

巡
る
ク
ル
ー
ズ
で
す
。

館
山
入
港
後
は
客
船
等
歓
迎

委
員
会
に
よ
る
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

や
特
産
品
の
販
売
、さ
ら
に
館
山

城
や
早
春
の
花
摘
み
の
ツ
ア
ー
や

館
山
名
物
の
お
寿
司
の
昼
食
。

　
一
方
、神
津
島
で
は
人
類
最
古

の
航
海
が
証
明
さ
れ
た
黒
曜
石
、

島
内
随
一
の
海
の
美
し
さ
を
誇
る

赤
崎
遊
歩
道
、神
津
島
温
泉
、天
上

山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
が
楽
し
め

ま
す
。な
お
、館
山
か
ら
乗
船
で
き

る
館
山
市
民
ク
ル
ー
ズ
の
料
金

は
、５
万
８
千
円
〜
11
万
６
千
500

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

   
問
合
せ
／
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
課（
�
22
―
３
６
０
６
）

花火大会に寄港した「にっぽん丸」（昨年8月8日）

大
気
汚
染
防
止
法
に
伴
う
説
明
会

設
備
貸
与
の
金
利
を
大
幅
引
き
下
げ

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
雇
用
を
促
進

安
房
地
域
の
合
同
面
接
会

自主防災組織活動
支援シンポジウム

八幡自主防災会が事例発表

　
日時／1月29日（日）
　　　10:00～16:40
場所／幕張メッセ国際会議場
内容／●基調講演
　●分科会①自主防災組織活
　動、②青少年の防災活動、　
　③簡易型図上訓練、④ボラ
　ンティアセンターと地域と
　の連携
定員／500人
問合せ・申込／千葉県総務部
　消防地震防災課
　（�043－223－2176）

（
利
率
　
３
年
２
・
958
％
〜
、７
年

１
・
362
％
）が
あ
り
ま
す
。

※
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
／（
財
）千
葉
県
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
　
設
備
支
援
室（
�

043
―
299
―
２
９
０
２
）

月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、事
業
者
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
２
月
７
日（
火
）午
後

１
時
30
分
か
ら

　
場
所
／
南
房
総
県
民
セ
ン
タ
ー

４
階
大
会
議
室（
木
更
津
市
貝
渕

３
―
13
―
34
）

　
問
合
せ
／
千
葉
県
環
境
生
活
部

大
気
保
全
課
　
大
気
・
特
殊
公
害

指
導
室（
�
043
―
223
―
３
８
０
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
043
―
224
―
０
９
４
９
）

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分（
午
後

１
時
受
付
開
始
）

　
場
所
／
た
て
や
ま
夕
日
海
岸
ホ

テ
ル

　
対
象
／
安
房
地
域
で
就
職
を
希

望
し
て
い
る
人

　
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
山

（
�
22
―
２
２
３
６
）

3/ 7

　　　種　　　　目
スポーツの広場
バレーボール
ソフトバレーボール
卓球
バドミントン
ジョギング・ウォーキング
グラウンドゴルフ
バウンドテニス
水泳
ヒップホップダンス
キッズサッカー
軟式野球
ソシアルダンス

　対　　象
誰でも
小学生以上
小学生以上
小学生以上
小学生以上
誰でも
誰でも
小学生以上
中高齢者
誰でも
就学前の親子
小学生以上
誰でも

　　活　動　日
予定なし
 6日(月)
27日(月)
 8,22日(水)
 1,15日(水）
4,18,25日(土)
4(土),6,13,20,27日(月)
20日(月)
3,17(3,17(3,17(3,17(3,17(金金金金金)7,21)7,21)7,21)7,21)7,21日日日日日(((((火火火火火)))))
3,10(3,10(3,10(3,10(3,10(金金金金金)))))
5日(日)
4日,18日(土)
17,24(((((金金金金金)))))

　　時　　間
　
19:00～20:30
19:00～20:30
19:00～20:30
19:30～21:00
10:00～11:00
13:00～15:00
19:00～20:30
15:30～16:30
19:00～20:30
17:00～18:30
10:00～12:00
19:00～20:30

　　会　　　場
　
市民体育館
市民体育館
市民体育館
市民体育館
市民運動場
中央公園,4日は10時～
三中体育館
温水プール
若潮ホール
市民体育館
館山小学校校庭
若潮ホール
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保
健
推
進
員
と
一
緒
に
離
乳

食
を
作
っ
た
り
、管
理
栄
養
士
や

保
健
師
が
個
別
に
相
談
に
応
じ

ま
す
。別
室
で
赤
ち
ゃ
ん
を
預
か

り
ま
す
。

　
日
時
／
２
月
３
日（
金
）午
後

１
時
15
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　
持
ち
物
／
母
子
手
帳
、エ
プ
ロ

ン
、三
角
巾
、バ
ス
タ
オ
ル
、赤

ち
ゃ
ん
に
必
要
な
も
の

　
問
合
せ
・
申
込
／
健
康
課（
�

23
―
３
１
１
３
）

　
５
月
28
日(

日)

に「
第
８
回
あ

わ
夢
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。実

行
委
員
会
で
は
、出
演
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

　
対
象
／
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め

る
人
形
劇
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、語

り
、
紙
芝
居
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
、腹
話
術
、方
言
に
よ
る
ス

ピ
ー
チ
、コ
ン
ト
、手
品
、民
話
な

ど
の
語
り
、各
地
域
に
残
る
民
俗

芸
能
的
な
演
目

　
申
込
／
ハ
ガ
キ
に
①
演
目
、②

上
演
時
間（
20
分
以
内
）、③
内
容

の
簡
単
な
説
明
、④
希
望
会
場（
大

会
議
室
、小
ホ
ー
ル
、大
ホ
ー
ル
）、

【
国
内
】ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ

ン
島
　
30
周
年
記
念

　
内
容
／
日
本
人
小
学
生
と
在
日

外
国
人
と
の
共
同
生
活
や
野
外
活

動（
島
内
ハ
イ
ク
、釣
り
な
ど
）

　
滞
在
先
／
鹿
児
島
県
大
島
郡
与

論
町

　
対
象
／
小
２
〜
小
６

果樹作り教室

　日　時／２月15日（水）
　　　　　13:30～15:30
　場　所／暖地園芸研究所
　講　師／暖地園芸研究所　果樹技師
　内　容／ミカンと柿の剪定管理の仕方
　定　員／30人
　参加費／無料
　持ち物／筆記用具、軍手、剪定はさみ
　締　切／２月８日（水）

　日　時／２月22日（水）
　　　　　9:30～12:00
　場　所／館野地区公民館
　内　容／家庭でもできるお干菓子を作り、
　　　　　抹茶と一緒に味わう
　定　員／20人
　参加費／500円
　持ち物／エプロン、三角巾
　締　切／２月15日（水）

　日　時／２月27日（月）・28日（火）
　　　　　10:00～12:00
　場　所／館野地区公民館
　講　師／出口洋氏
　　　　（彫金工房「富銀」主催者）
　内　容／銀線のリング（シルバー使用）
　定　員／８人
　参加費／２千円
　持ち物／ニッパー、エプロン、ピンセット
　締　切／２月20日（月）

お干菓子づくり

シルバーアクセサリー

館野地区公民館で

　　　　多彩な講座
問合せ／館野地区公民館　

　　（�23－6480、

　　　　月・水・金の9:00～17:00）

あ
わ
夢
ま
つ
り
の
出
演
団
体

春

休

み

に

国

際

交

流

う
ま
う
ま

　（
離
乳
食
）学
級

⑤
対
象
と
し
た
い
年
齢
層
、⑥
参

加
人
数
、⑦
特
別
な
配
慮
事
項
な

ど
、⑧
代
表
者
の
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
記
入
し
て
郵
送
先
ま

で
。

　
締
切
／
２
月
15
日（
消
印
有
効
）

　
問
合
せ
・
郵
送
先
／
〒
294
―
０

０
４
５
　
北
条
１
９
２
２
―
６
　

松
苗
禮
子（
�
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
22
―

６
７
９
０
）　

　
参
加
費
／
東
京
出
発
　
12
万
円

　
締
切
／
３
月
７
日（
火
）

【
海
外
】春
休
み
海
外
派
遣
事
業

　
内
容
／
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、英
語

研
修
な
ど

　
派
遣
先
／
米
国
、英
国
、豪
州
、

カ
ナ
ダ
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド

　
対
象
／
小
３
〜
高
３

　
参
加
費
／
32
万
８
千
円
〜
38
万
円

　
締
切
／
２
月
３
日（
金
）

　
問
合
せ
／
〒
160
―
０
０
０
４

東
京
都
新
宿
区
四
谷
２
―
11
　
大

村
ビ
ル
３
階（
財
）国
際
青
少
年
研

修
協
会（
�
03
―
３
３
５
９
―
８

４
２
１
、Ｆ
Ａ
Ｘ
03
―
３
３
５
４

―
２
２
０
７
）　

　総トン数  約51,000トン
　全長　　　　241m
　乗船客数　　720人
　　　　　　（400室）
　乗組員数　約400人

３月14日（火）にやってくる！客船「飛鳥Ⅱ」

客
船「
飛
鳥
Ⅱ
」デ
ビ
ュ
ー

館
山
で
船
内
見
学
会
開
催

欧米で絶大なる人気を誇っていた世界の名船『クリスタル・ハーモニー』
が日本に舞台を移し、『飛鳥Ⅱ』として装いも新たにデビューします。その大
きさは、これまでの『飛鳥』の約1.7倍。船内施設も一段とグレード・アップし、
船内サービスとスタッフのホスピタリティ（おもてなし）はさらに充実しま
す。
その『飛鳥Ⅱ』が、平成18年３月17日（金）からのデビュークルーズを前

に、沖合いに停泊したまま乗下船の運航を試験するため、来る３月14日（火）
館山港にやって来ます。この機会に、新しく生まれ変わった『飛鳥Ⅱ』の船内
を見てみませんか。

　
市
で
は
、観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
を
図
る
多
目
的
観
光
桟

橋
の
早
期
実
現
と
客
船
・
帆
船
な
ど
多
様
な
船
舶
の
寄
港
に
よ
り
経
済
の

活
性
化
を
図
り
、館
山
港
を
中
心
と
し
た「
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
」に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
、郵
船
ク
ル
ー
ズ（
株
）の
協
力
に
よ
り
、デ
ビ
ュ
ー
前
の
客
船「
飛

鳥
Ⅱ
船
内
見
学
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
�
22
―
３
６
０
６
）

　
見
学
会
参
加
者
を
募
集

　
見
学
日
時
／
平
成
18
年
３
月
14
日（
火
）正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間

集
合
場
所
／
館
山
市
沼
　
館
山
港
耐
震
強
化
岸
壁

※
館
山
港
耐
震
強
化
岸
壁
と
そ
の
周
辺
に
は
駐
車
が
あ
り
ま
せ
ん
。自

家
用
車
ご
利
用
の
人
は
、車
で
10
分
程
度
の
場
所
に
臨
時
駐
車
場
を
用
意

し
ま
す
の
で
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
電
車
ご
利
用
の
人
は
、Ｊ
Ｒ
館
山
駅
か
ら
の
日
東（
路
線
）バ
ス
も
利

用
で
き
ま
す
。

見
学
方
法
／
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト（
70
人
乗
り
）で「
飛
鳥
Ⅱ
」に
乗
船
し
、

船
会
社
側
の
案
内
に
よ
り
見
学（
所
要
時
間
　
約
１
時
間
）

募
集
対
象
／
中
学
生
以
上
の
人（
た
だ
し
、テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
使
用
の

た
め
、身
体
状
態
な
ど
に
よ
り
乗
船
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

募
集
定
員
／
700
人

応
募
締
切
／
平
成
18
年
２
月
10
日（
金
）　
※ 

当
日
消
印
有
効

応
募
方
法
／
官
製
は
が
き
に
、希
望
者
全
員
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、

電
話
番
号
、集
合
場
所
ま
で
の
交
通
手
段【
①
車
利
用（
駐
車
場
必
要
）、②
車

利
用（
送
迎
）、③
電
車
利
用
】の
い
ず
れ
か
を
記
入
し
、次
の
宛
先
ま
で
応
募

く
だ
さ
い
。応
募
は
１
人
１
回
限
り
と
し
ま
す
。

※
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
船
内
見
学
決
定
者
に
、集
合
場
所
・
乗
船
時
間
な
ど
詳
細
を
連
絡
。

宛
　
　
先
／
〒
２
９
４
―
８
６
０
１
　
館
山
市
北
条
１
１
４
５
―
１
　

　
　
　
館
山
市
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　

見
学
会
の
内
容
と
応
募
方
法

館山でもおなじみの飛鳥が生まれ変わる 飛鳥Ⅱは

募 集



　
　
　
ポ
イ
ン
ト
介
護
保
険 

55

　安房医師会病院では、年間365日24時間体制で、救急患者を受け入れています。
　　病院内には、初期診療施設として、安房郡市夜間急病診療部（午後７時～午後10時・年中
無休）が設置されています。

安房医師会病院

　�25－5111

夜間救急・休日救急

 1日（水）
 2日（木）

 3日（金）

 4日（土）
 5日（日）
 6日（月）
 7日（火）
 8日（水）
 9日（木）

10日（金）

11日（土）
12日（日）
13日（月）
14日（火）
15日（水）

小田病院（鴨川市） �04－7092－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　�04－7092－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　�04－7097－1221
鋸南病院（鋸南町）    　　　�55－2125
東条病院（鴨川市） �04－7092－1207
富山国保病院（富山町） 　　　�58－0301
鋸南病院（鋸南町）     　　　�55－2125
赤門整形外科内科（市内）　　�22－0008
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　�04－7092－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　�04－7097－1221
小田病院（鴨川市） �04－7092－1128
赤門整形外科内科（市内） 　 �22－0008
富山国保病院（富山町）　　　�58－0301
東条病院（鴨川市） �04－7092－1207
小田病院（鴨川市）　�04－7092－1128

症状よっては対応できない場合もあります。
判断できない場合は、当日の夜間待機施設か
安房郡市消防本部（�22－2233）へ問い合わせてください。

２月
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

　安房医師会病院以外の夜間救急は、次のとおりで、夜間待機施設として、
午後５時から翌朝８時まで診療します。
　【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　�04－7092－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　�04－7097－1221
赤門整形外科内科（市内）　 �22－0008
鋸南病院（鋸南町）    　　　�55－2125
鈴木内科クリニック（市内） �22－8880
富山国保病院（富山町） 　　�58－0301
東条病院（鴨川市）  �04－7092－1207
小田病院（鴨川市）  �04－7092－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　�04－7092－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　�04－7097－1221
鋸南病院（鋸南町）　　　　�55－2125
館山病院（市内） 　　　  　 �22－1122
富山国保病院（富山町） 　　 �58－0301
東条病院（鴨川市）  �04－7092－1207

安房医師会病院の小児科の診療は、日曜日の9:30～16:00に、
救急のみ診察します。祭日については問合せてください。
他の時間帯は、内科医による初期診療です。

【休日･夜間】
【休日･夜間】

16日（木）

17日（金)

18日（土）
19日（日）

20日（月）
21日（火）
22日（水）
23日（木）

24日（金）

25日（土）
26日（日)
27日（月）
28日（火）

【休日･夜間】
【休日･夜間】
【休日】

大房岬少年自然の家
�33－4561

小学生を
含む家族
40人

春の房総パノラマ体験「イチゴ狩りや花摘みを
通して、早春の南房総を楽しむ」
（1/20から申込開始）

館山市図書館
�22－0701

10:30～ 60人
幼児

 3日
（金）

おはなし会（幼児向け）

たいぶさコース
仁

�� !"#$%&'()*+,-

3/4～5
（1泊2日）

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

毎日曜日
祝日 10:00～

甲冑を着よう
（観覧料として小中学生80円、一般150円）

入館者 館山市立博物館
�23－5212

  4日
（土）

11日
（土）

1/28
～3/19 合同企画展「高瀬船物語」

安房博物館
�22－8608

 9:00
～16:30

入館者

25日
（土）

 18日
（土）

館山野鳥の森
�28－0166

ネイチャークラフト作り
「自然の恵みを使った壁飾り」

どなたでも
30人

12:45
～14:00

おはなし会 館山市図書館
�22－0701

14:00～ 小学生
60人

将棋教室 小学生以上 館山市中央公民館
�23－311113:30～

おはなし会
館山市図書館
�22－070114:00～

小学生
60人

安房学講座「江戸期の摺物帖につ
いて」※電話申込・先着順（200円）

安房博物館
�22－8608

一　般
60人

しろやまコース
信

鳥となかよしコース
義

ぶんがくコース
孝

わんぱくコース
悌

かがみがうらコース
智

ぶんがくコース
孝

かがみがうらコース
智

おはなし会
館山市図書館
�22－0701

14:00～ 小学生
60人

ぶんがくコース
孝

プラネタリウム一般公開
「カストルとポルックスの兄弟愛（ふたご座）」

一　般
200人

大房岬少年自然の家
�33－4561

10:15～ たいぶさコース
仁

将棋教室 小学生以上 館山市中央公民館
�23－3111

13:30～
わんぱくコース

悌

グランドゴルフ　参加費100円
（中央公園・雨天中止）

館山市スポーツ課
�22－369610:00～

小学生
50人

チャレンジコース
礼

14:00
～16:00

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

　
総
務
省
で

は
、
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
意
見
や
要

望
を
収
集
す
る

た
め
、
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

　
応
募
資
格
／

電
話
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
に
興
味
が
あ
る
20
歳
以
上
の
人

（
た
だ
し
、総
務
省
及
び
電
気
通
信
事
業
関
連

企
業
に
勤
務
経
験
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
を

除
く
）

　
活
動
内
容
／
年
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
全
員
）と
年
１
回
の
会
議
へ
の
出
席（
一
部
）

　
任
期
／
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

　
応
募
方
法
／
ハ
ガ
キ
か
封
書
で
郵
便
番

号
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
、年

齢
、性
別
、職
業
、応
募
の
動
機
、メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）を
記
入
し
応
募

先
ま
で
。

　
締
切
／
２
月
20
日（
月
）消
印
有
効

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
100
―
８
７
９
５
　

千
代
田
区
丸
の
内
１
―
６
―
１
　
関
東
総
合

通
信
局
電
気
通
信
事
業
課（
�
03
―
５
２
２

０
―
５
４
０
６
）

【休日･夜間】

ワン！

介
護
保
険
制
度
が
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

平
成
12
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度
は
、介
護
や
支
援
の
必

要
な
人
を
社
会
的
に
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
定
着
。全
国
で
要
介
護
認

定
者
は
、こ
の
５
年
間
で
約
206
万
人
増
加
し
、1.9
倍
と
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
要
支
援
や
要
介
護
１
の
認
定
を
受
け
た
人（
軽
度
者
）は

2.4
倍
〜
2.5
倍
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。認
定
者
の
増
加
に
伴
っ
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
大
幅
に
進
み
、介
護
保
険
に
要
す
る
総
費
用

は
毎
年
10
％
を
超
え
る
伸
び
で
膨
ら
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、今
か
ら
約
10
年
後
に
は
人
口
規
模
の
最
も
大
き
い
世
代
が
高

齢
期
を
迎
え
、か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い「
超
高
齢
社
会
」が
到
来

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
や
課
題
を

踏
ま
え
て
、介
護
保
険
制
度
を
持

続
可
能
な
制
度
へ
と
再
構
築
す
る

と
と
も
に
、高
齢
者
が
尊
厳
を

持
っ
て
、自
分
の
能
力
に
応
じ
て

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
社
会

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、介
護
保

険
法
が
改
正
さ
れ
、主
に
４
月
か

ら
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

次
号
よ
り
こ
の
コ
ー
ナ
ー
等

で
改
正
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
問
合
せ
／
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
対
策
係（
�
22
―
３
４
８
７
）

・
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

・
施
設
給
付
の
見
直
し

　（
昨
年
10
月
か
ら
施
行
）

・
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
確
立

・
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上

・
負
担
の
あ
り
方
・
制
度
運
営
の

　
　
見
直
し

子ども市民大学 2月のプログラム
問合せ／生涯学習課（�22－3698）

15 だん暖たてやま 14平成18年１月15日

（兆円） 

※厚生労働省の資料をもとに作成 
H12年度実績 H13年度実績 H14年度実績 H15年度実績 H16年度予算 

［補正後］ 
H17年度予算案 

3.6兆円 
4.6兆円 5.2兆円 5.7兆円 6.3兆円 6.8兆円 

7 
6 
5 
4 
3 
2 
1 
0

介護保険総費用の推移 



こんなことあんなこと相談案内 お気軽にどうぞ！
相談はすべて無料です。（結婚・介護相談以外は、土曜日曜祝日は休みます）

秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください。

心配ごと 介　護乳幼児

家庭教育

身障・知的障害

人権相談

交通事故

行政相談

消費生活

市民生活

法律相談
児　　童

精神保健

結　　婚

年　　金

●2月の古紙・紙パック収集日

○新聞、雑誌、ダンボールに分けて
　ごみ搬出場所へ
○雨でも収集します。濡れないように
　ビニールなどで覆ってください。
○紙パックは切り開き、洗ってたばね
　てください。
問合せ／環境保全課（�22－3354）

午前8時30分までに出してください

17 だん暖たてやま

  古　紙
  5日（日）
21日（火）
12日（日）
28日（火）
10日（金）
26日（日）
  9日（木）
23日（木）
  6日（月）
20日（月）
  7日（火）
24日（金）
  8日（水）
22日（水）

 紙パック

16日（木）

  2日（木）

  9日（木）

23日（木）

  9日（木）

地 区 名

館 　 山

北 　 条

那古・船形

西岬・富崎

神　  戸

豊　  房

館野・九重

ポータブルトイレ（介護用）
電動卓上ミシン（10㎏程度）
スキーウエア（女性用Ｌ）･帽子･
手袋
白百合幼稚園(男)制服夏冬上下
帽子外一式

不用品情報コーナー

（一般相談員による相談）
日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　午前10時～午後３時
（専門相談員による相談）
日時／毎月第１、第３火曜日
　　　午後１時～午後３時
対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　１日４人まで
場所／市役所４号館
問合せ／社会福祉協議会（�23－5068）

在宅での介護に関する心配ごと、悩みごと
日時／24時間、毎日
場所／館山市在宅介護支援センター
　　　なのはな　　�29－2800
　　　ほほえみ　　�27－6411
　　　たてやま　　�25－7191
　　　安房医師会　�25－5030

◎乳児健診
日時／２月14日（火）
対象／４か月児
受付／午後１時30分～２時30分
◎乳児相談（１歳未満の乳児）
日時／２月6日（月）
受付／午前9時30分～10時３0分
◎１歳６か月健康診査（１歳６か月児）
日時／２月2日（木）
対象／平成16年７月生まれ児
受付／午後１時20分～１時40分
◎３歳児健康診査（３歳６か月児）
日時／２月23日（木）
対象／平成14年８月生まれ児
受付／午後１時20分～１時40分
※場所は保健センター（�23－3113）

生活習慣、登校拒否、非行の相談など　
日時／月～金曜日  午前９時～午後４時
場所／中央公民館
問合せ／�23－3111

日時／身障障害：毎月第２金曜日
　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　午後１時～午後３時
場所／身障障害：伊賀整形外科クリニック
　　　知的障害：田村病院
申込・問合せ／社会福祉課に必ず事前に申
　　込みをしてください。（�22－3492）

日時／毎週水曜日　午前10時～午後４時
※祝日の場合は前日または後日
場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　　  人権相談室（�22－0620）

電話でもできます
日時／毎日　午前９時～午後４時30分
場所／南房総県民センター安房事務所内
問合せ／�22－7132

国など、行政への苦情や意見、要望
日時／２月15日（水）午前10時～午後３時
場所／富崎地区公民館
問合せ／市民相談室　（�22－3199）

商品やサービスについての苦情・相談
日時／２月2日（木）・16日（木）
　　　午前９時～午後４時
場所・問合せ／市民相談室（�22－3199）

市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
日時／毎日　午前９時～午後５時
場所・問合せ／市民相談室（�22－3199）

　弁護士が相談に応えます。相談は無料
ですが、あらかじめ予約と相談内容をご
連絡ください。先着８人で締め切ります。
日時／２月17日（金）午後１時～午後４時
場所／コミュニティセンター
予約開始／２月10日（金）午前９時から
問合せ／市民相談室　（�22－3199）

家庭関係・養育問題など　
日時／毎日　午前８時30分～午後５時
場所／家庭児童相談室
　　　（�22－3111内線576）

不眠、イライラ、対人関係、認知症などの心配
日時／２月7・14・21･28日（火）
場所／安房健康福祉センター
申込／�22－4511（予約必要）

日時／第１、第３日曜日午前10時～午後４時
場所／市役所４号館
問合せ／社会福祉協議会（�23－5068）

厚生年金など
日時／2月16日（木）館山市役所
受付／午前8時30分から正午
　　　来場者が多数の場合、早めに受付　
　　を終了する場合があります。
相談／午前10時から午後3時
問合せ／市民課保険年金係（�22－3418）

◎譲ります【希望条件】
【無料】

【500円】

【相談】

問合せ／商工課消費生活係
　　　　（�22－3956）

２月のイベントインフォメーション

館山駅市民ギャラリー

 2/ 1～ 2/21
 2/22～ 3/13

12月20日現在の申込み分を掲載。
問合せ／中央公民館 �23－3111

コミュニティセンター
※主催者の都合により変更になることがあります。

織物作品の展示
和紙ちぎり絵作品の展示

南総文化ホール
2月の休館日／6日、13日、20日、27日

映画「チキンリトル」
日本語吹替え版

映画「ALWAYS三丁目の夕日」

わらび座ミュージカル
　　「百婆」
輝け郷土芸能
～和太鼓と民謡～
チェリッシュ　コンサート

①10:00～
②12:00～
③14:00～
両日とも
19:00～21:13
13:30～15:10
　
13:30～16:00

18:30～20:30

横芝a銀映事務所
　　  �0479－82－0012

ペニンシュラ
　　　　　　 �23－8802
わらび座千葉事務所
  　　�043－250－9406
千葉県南総文化ホール　
　　　　　    �22－1811
ＭＩＮ-ＯＮ
        �03－3226－9999

有　料

有　料

有　料

有　料

有　料

日　時 催　　物　　名 使用時間帯 入場方法 主　催　者

身近な素材で安心安全な家づくり

ピティナ・ピアノステップ

こども英語発表会

無　料

無　a料

無　料

 4日（土）

11日（土）

26日(日)

13:30～16:00

10:30～16:00
　　
14:00～15:30
　

 4日（土）

 9日（木）
10日（金）
11日（土）

19日（日）

22日（水）

日　程 催　物　名

第51回安房書初展2/2（水）
2/3（金）～4（土）
2/23(木）～26日

13:00～17:00
 9:00～17:00
 9:00～19:00

日　　　程 催　　物　　名開催時間

安房書道会

主 催 者

問合せ／都市計画課 �22－3612

12月26日現在の申込み分の中から掲載。
問合せ／千葉県南総文化ホール �2２－1811
千葉県文化振興財団 http://www.cbs.or.jp

備　　考

平成17年やわたんまち写真展

最終日16:00まで

最終日16:00まで全日写連盟館山支部

千産千消の家
　　�050－1487－2702
（社）全日本ピアノ指導者協会
　　  �043－277－4081
英会話クラブ　サビーネ
　　　　　    �23－3394

「輝け郷土芸能」～和太鼓と民謡～
　安房地域をはじめとする県内のアマチュア文化団体（６団体）が創作和太鼓や民謡を披露します。
と　き／２月19日（日）午後１時30分開演
ところ／南総文化ホール大ホール

出　演／《和太鼓》安房八幡太鼓、館山黒潮　
　　　　　　　　  太 鼓、飛翔しぶき太鼓
　　　  《民謡》　千葉民謡睦実会 、藤永会、
　　　　　　　　和田町民舞の会
入場料／500円（全席自由）
問合せ／南総文化ホール（�22―1811）

　J R館山駅東口階段を上った所にある展示ス
ペースです。
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16平成18年１月15日


